
図2錨地のヨコ方向伸張と相対遍気麿

　目的　衣服の着用は複数枚の衣服を重ね着したり、また服の構造としてもスカート、ズボンなど衣服自体に裏地が付与されたりもする。このような着用状態を考えると、
皮膚面と単一な布素材との摩擦も重要であるが、むしろ皮膚面と複数枚の布地との総

合的な摩擦挙動が、衣服着用感を大きく左右すると考えられる。そこで本研究では、
実際の衣服着用状態を想定し、人体と外衣の間に存在する布地が素材全体(重ね布)と

しての摩擦特性に与える影響について検討することにした。ここでは中間に存在する
布を裏地やストッキングなどにしぼり、これらの布地を通した状態での摩擦感や摩擦

挙動が、１枚の布地単独での摩擦特性と比較してどのように変化するのかを検討する。

　実験　試料は、表地として織物とニットあわせて3 2種類の布地、間に挟む布地と
して裏地や比較的薄地の織物1 3種類の布地及びストッキング地とタイツ地を選択し
た。測定にはKES-SE摩擦感テスターを用い、摩擦係
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摩擦子をストッキング地とタイツ地に付け替えた場合についても測定を行った．
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また、MIUとSMDに関しては
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影響を受けるが、さらに圧縮特性の影響も軽微でないことが示された。

などを重ねた状態でMIU、MMD、SMDを測定する

(ＭＭＤ)、表面粗さの変動(SMD)を測定する。次に、表地の
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布の両側の気圧差を大幅に変えた場合と布を伸張した場合の通気度変化
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はじめに　布の両側にかける気圧差を大幅に変えた場合および布を伸張させた場合の通気度を検討した。

　方法　ﾌﾞﾗｼ'-ﾙ形通気度試験器で7<ﾗﾒ'A糸の平織物(ｾﾗﾐｶﾀﾌﾀ:厚さO.ln、

目付?a.2g/●'^､経86.4本/2.54C●、緯99.0本/2.54C●、鰹76.5d、緯78.5d、およ

びｼﾙｸﾌｧｲﾕ:厚さ0.2n,112.2g/●^81.3本/2.54.88.9本/2.54.74.Od, 152.Id,

緯糸のみ撚糸Z5.2/2.54c●)、およびｱｸﾘﾙの紡績糸編地(厚さ0.71皿､目付596.

3g/皿2、ﾀﾃ12*ｰﾌ■ /2.54C●、337.5ﾙｰ7'/2.54c●、番手480.6(1、捻数S3.2/2.54

cm)の通気度を測定した。

　結果と考察傾斜気圧計の読みを1から24c・まで変えた場合の通気度は､それ
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　髭果と考票傾斜気圧計の読みを1から24c・まで変えた場合の通気度は｀それ　。
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ぞれの布で絶対値は大きく異なるか、傾斜気圧計の読みに概ね比例して増加し　　　(鸚中の数値は通気度il/(ci'･sec)

た。糸を構成する繊維間を通遇する成分は明らかにされなかった。また､傾斜

気圧計の読みをWとし､ｾﾗﾐｶﾀ7ﾀの45'バイアス方向伸張後の相対的通気度は、

図1に示すように減少した。練糸の伸張を無視し、糸の交差角度を2∂とし、番

手と糸密皮が同じとする場合､一辺aで対角線かV2aの正方形か菱形に変形する　IS

とその面積はn^sittZ∂、対角線は2a･COS∂となり、この範囲をおおう糸の使

用量は変わらないため、相対的カバーファクターはl/sin2∂で、伸張率(%)は

(V2cos∂-L)XlOOで表される,eをA'ﾗﾒｰﾀとして求めた相対的カバーファク

ターの伸張率に対する増大は、図1と比較された。さらに、図2の編物の横方向

伸張では､一定の割合で相対的通気度か増大した。縦方向伸張では､相対的通気

度は伸張の初期に殆ど増大しなかったか､ある程席の伸張から急に増大した。
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